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５.１ 災害時における交通マネジメント

○災害時における交通マネジメントについて、徳島県地域防災計画（令和３年１２月修正）に徳島地区渋滞対策協議会の活用を位置づけ。

○これまでの徳島地区渋滞対策協議会においても、「災害直後に交通マネジメントができるよう事前訓練でトライしておくことが重要」等のご意見をい
ただいている。

○発災後直ちに被災状況を踏まえた交通マネジメントを 実施できる体制の構築に向けた取り組みに着手する。

◆徳島県地域防災計画（抜粋）

８ 交通マネジメント
（1）「徳島地区渋滞対策協議会（以下、「協議会」という。）」は、災害時における渋滞緩和や交通量抑制により、復旧活動、

経済活動及び日常生活への交通混乱の影響を最小限に留めることを目的に、交通システムマネジメント及び交通需要
マネジメントからなる交通マネジメント施策の包括的な検討・調整等を行う。

（2）県は、市町村からの要請、又は自らが必要と認めた場合には、四国地方整備局徳島河川国道事務所に協議会の開催
を要請することができる。

（3）協議会において、協議・調整を図った交通マネジメント施策の実施にあたり、協議会の構成員は、自己の業務に支障の
ない範囲において構成員間の相互協力を行う。

（4）協議会の構成員は、平時から、あらかじめ連携に必要な情報等を共有しておくとともに、連携強化のための協議等を行
うものとする。
※交通需要マネジメント：自動車の効率的な利用や公共交通機関への利用転換など、交通行動の変更を促して、発生

交通量の抑制や集中の平準化などの交通需要の調整を行うことにより、道路交通の混雑を緩和していく取組。
※交通システムマネジメント：道路の交通混雑が想定される箇所において実効性を伴う通行抑制や通行制限を実施する

ことにより、円滑な交通を維持する取組。

９

平時から、関係機関と連携強化に向けた協議等を行い、
発災後直ちに被災状況を踏まえた交通マネジメントを実施できる体制を構築。
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５.２ 想定災害及び渋滞路線・迂回路の設定

〇徳島県内で起こり得る災害を仮定した上で、関係機関と連携し、渋滞緩和を目的とした交通マネジメントを検討する。

○想定災害の設定にあたっては、近畿地整における事例を参考に、比較的影響範囲が限定される事象として、トンネル内火災を想定をする。

○想定被災区間については、トンネルが連続して６箇所存在する徳島自動車道（脇町IC～土成IC）とし、通行止め期間は上下線ともに１００日間とする。

１０

徳島管内における想定災害と迂回路線近畿地整における災害時交通マネジメントの事例

想定災害：徳島道（脇町IC～土成ＩＣ）におけるトンネル内火災事故
※通行止め期間１００日間（上下線）

渋滞路線：県道１２号
迂 回 路：【広域】高松自動車道、【狭域】国道１９２号

広域迂回路

狭域迂回路

出典：山陽道トンネル内火災事故に対する交通マネジメント検討会

災 害：山陽道（赤穂IC～播磨JCT）におけるトンネル内火災事故
※通行止め期間１０１日間（下り線）

渋滞路線：国道２号
迂回路線：【広域】中国自動車道、【狭域】国道２５０号等
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５.３ 各迂回路の交通状況および対応方針

○高松自動車道は交通容量に余裕がある一方、国道１９２号及び県道１２号線は、平常時においても交通容量に余裕がない状況。

⇒迂回路における交通状況を踏まえ、想定災害時における交通マネジメントの対応方針は、以下のとおりとする。

対応①広域迂回： 広域交通は高松自動車道への迂回案内

対応②狭域迂回： 国道１９２号と県道１２号線のうち、交通容量に余裕がある路線に迂回案内

狭域迂回路の交通容量を確保するため、国道１９２号と県道１２号線の交通量を抑制する施策の実施

県道１２号線
車線数：２
最大時間交通量：
1,294台/時

対応方針

徳島自動車道（脇町IC～土成IC間）の最大時間交通量
624台/時のうち、293台/時（47％）は
川之江JCT⇔ 藍住IC間の通過交通

高松自動車道は交通容量に余裕がある

対応① ・広域交通は高松自動車道に迂回案内

徳島自動車道（脇町IC～土成IC間）の交通量
624台/時のうち、残りの331台/時（53％）は
井川池田IC⇔ 土成IC間のIC出入交通
（高松道への迂回は困難）

交通量および設計交通容量の出典：R３道路交通センサス

国道１９２号と県道１２号線の交通容量は、平常時に
おいても余裕がない状況

対応② ・狭域交通は国道１９２号と県道１２号線のう
ち早い（交通容量に余裕がある）路線に迂
回案内

・狭域迂回の交通量を確保するため、国道
１９２号と県道１２号線の利用を抑制する施
策の実施

通過交通比率の出典：ETC2.0プローブ情報（R６.１０平日）

迂回路 時間別交通量

広

域

狭

域

１１

国道１９２号
車線数：２
最大時間交通量：
1,776台/時

※川之江JCT～板野IC間の
うち日交通量が最大の区間

徳島自動車道
車線数：２（対面）
最大時間交通量：624台/時

高松自動車道
車線数：４
最大時間交通量：2,227台/時

交通量および設計交通容量の出典：R３道路交通センサス 通過交通比率の出典：ETC2.0プローブ情報（R６.１０平日）
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５.４ 広域迂回における交通マネジメントの事例

出典：山陽道トンネル内火災事故に対する交通マネジメント検討会

■①-１ NEXCO西日本公式アプリでの迂回クーポン配布 ■①-３ 道路利用者に対する現地広報

■①-２ マスメディア等を活用した広報

１２

○広域迂回における交通マネジメントの主な事例は以下のとおり。

①-１ NEXCO西日本公式アプリでの迂回クーポン配布（迂回に対して、１回あたり５００円分のポイントを付与）

①-２ マスメディア等を活用した広報（テレビCM、ラジオCM、SNS等を活用）

①-３ 道路利用者に対する現地広報（道路情報板、横断幕、チラシ等を活用）

参考：徳島自動車道周辺のSA・PA・情報板の場所

出典：山陽道トンネル内火災事故に対する交通マネジメント検討会

出典：山陽道トンネル内火災事故に対する交通マネジメント検討会



５.５ 狭域迂回における交通マネジメントの事例

■②-１現地でのリアルタイム情報提供

迂回路線における災害時の速度状況

○狭域迂回における交通マネジメントの主な事例は以下のとおり。

②-１ 現地でのリアルタイム情報提供（簡易表示板に迂回路線の所要時間を表示）

②-２ チラシを利用した協力呼びかけ（自治体や沿線企業にチラシを配布し、公共交通機関の利用を促す）

②-３ 道路情報板を利用した呼びかけ（ドライバーに対して直接、相乗りやテレワークの活用を促す）

②-４ ＨＰを利用した呼びかけ （迂回路線における災害時の速度状況（渋滞状況）をＨＰに掲載し、公共交通利用等を促す）

■②-２ チラシを利用した協力呼びかけ

■②-３ 道路情報板を利用した呼びかけ

■②-４ ホームページを利用した呼びかけ

出典：国道２０号等災害時交通マネジメント検討会

出典：広島・呉・東広島都市圏災害時
交通マネジメント検討会

自治体や沿線企業にチラシを配布し、公共交通機関の利用を促す

出典：広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネジメント検討会

公共交通機関の利用案内

出典：山陽道トンネル内火災事故に対する交通マネジメント検討会

簡易表示板に迂回路線の所要時間を表示 ドライバーに対して直接、相乗りやテレワークの活用を促す

出典：福井県 災害時交通マネジメント検討会

１３

出典：NETIS 新技術情報提供システム



５.６ 今後の災害時交通マネジメントの進め方（案）

○今後は、以下に示すPDCAサイクルに基づき、災害時の役割分担を整理した行動計画案を作成することを目的に、想定災害を順次変更しつつ、関係機関と

連携して交通マネジメントに関する検討を進め、行動計画案を継続的にブラッシュアップしていく予定。

〇なお、検討状況については、適宜、渋滞対策協議会に報告し、意見を徴収する。

１４

１～３
Plan（計画）

４
Do（実行）

５、６
Check（評価）

７
Action（改善）

１．想定災害及び渋滞路線・迂回路の設定
（例：トンネル火災、地震、地すべり等）

２．想定災害時における交通マネジメントの検討
（例：経路誘導、公共交通機関への転換誘導、信号制御等）

３．関係機関の役割分担を整理した行動計画案の作成。

４．行動計画案に基づき、関係者会議を実施。

５．関係者会議の結果から課題・改善点を抽出。

６．課題・改善点を渋滞対策協議会に報告。

７．渋滞対策協議会で得られた意見を行動計画案に反映し、
次回の行動計画案の作成に活用する。

行動計画案作成のフロー図（案）

今回の報告事項

◆Plan （計画）

◆Do （実行）

◆Check （評価）

◆Action （改善）

関係機関である西日本高速道路（株）、徳島県、徳島県警等と連携し、
想定災害時における具体的な交通マネジメントについて検討を進める。


